






品 則 一 言
張籍は、孟郊と共に韓門の代表的な詩人 数えられる。とはいえこの韓門という文学史的概念は多義的であり、






中、公為大司成。念此委末秩、不能力自揚。特状為博士、始獲升朝行。未幾享其資、遂恭南宮郎」と特記されている。すなわち、張籍が秘書省(麟蓋)秘書郎から園子博士に抜擢されたのも、さらに尚書省(南宮)の水部員外郎に抜擢されたのも韓愈の推挽であったことが示唆されている。またそもそも貞元十四年(七九八)秋の作州 予備試において、考官を勤める韓愈 張籍を第一等として推薦して、翌年の進士科登第への道を開いたことが、両者の強い結びつきの始まりだった。そして本稿で少しく取り上げることになるが 眼疾で殆ど視力 失 かけた張籍を心配し、彼を支えるために奔走したのも韓愈であった。
孟郊や張籍は、それに慮八エや李賀にしても、およそ政治的な人間ではない。従って、彼らを引き立てたところで、
















があったとしても、それが人物評価において致命傷になったとは思えない。事実、彼は元和一一年以降になると、園子助教・康文館博士・秘書郎・園子博士・水部員外郎・水部郎中・主客郎中としきりに累遷して、最終官は従四品下の園子司業となっ いる。園子博士以降の官職は、日ごとに朝参に与かる常参官、つまりエリート官僚である。官僚に必要な一定の資質にも恵まれていた張籍であるならば、正九品上の太常寺太祝という末官 十年も留まっていたことは不可解な事態 一言わざるを得ない。
恐らくその点を理解する大きな鍵は、彼の健康問題にあるだろう。張籍は、元和元年 秋冬に太常寺太祝に就任したようである。この年の六月、韓愈は左遷された陽山令から量移


















































































































































































天子の即応尺なるも見る 得ず 限を閉じて且く真 養ふに如かず。
(大意)張籍よ、君は天子に拝謁したことがない点で、両眼ともめしいた人にも及ばないのだ。買誼は文帝に一日中向かい合うことができたが それでも最後は悲惨な運命が待っていた。孔子もまるで盲人のようで、だから獲麟の消息を知ってから涙
張籍における閑居詩の成熟















































(大意)むかし私が翰林学士のような近臣であった時、君は殆ど私の家に来ることはなかったが、いま私が人に見向きもされない冷官になると、ただ君だけが訪ねてくれる。私は絹介な性格で、世渡り下手だ。普段から付き合いは少ないが、付き合えば途中で投げ出すこ はない。まして君は理想家肌 、富貴を見ること浮雲 如しだ。そのためお偉方は 君のことを冷たくあしらおうとする。誰と付き合 があるかと問えば、中書舎人の韓愈だけだと吾
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。その次は、私なのだそうだが、私が韓愈









太子左賛善大夫を「官職冷」として、白居易は不満を懐いていたこと。二つは、張籍が富貴にさとい事大主義者ではなく、信義を重んずる篤実な人物として描かれること。一一一つは、張籍にとって最たる親友は韓愈であり、次が白居易であると、本人の口から語られたこと。四つは、張籍がこの時期、眼疾を患っていたこと。いずれも重要な意味を持つが、ここでは第四の点に注目しておきたい。延康里から新昌里までの馬での移動 駅者の介助があるのは当然としても それ も目が不自由な張籍には容易なことで なかった。それ故に、白居易 張籍の友情の深に感じ入るのである。
次に見るのは、「讃張籍古巣府」である。この詩では、張籍の生活状態を窺うという点で、末尾の四句が重要で









































































の時期、張籍はまだ園 助教に任命されておらず、太常寺太祝という正九品上の末官に沈諭していたことが示唆されている。また「詩文斉六経」は、張籍がそ 持てる詩文の学識を発揮 きないでいること 遺憾としつつ、 かるべき事官への就任を期待す ように読むこともできる。
一方、張籍の詩の「家貧無易事、身病足開時」を見ると、
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文らの改革が、憲宗によっていわば国家転覆の大罪と見なされたための特別な処置であっ 。張籍のこの異様な事態にも、必ず理由があるだろう口しかし末官のしかも政治的要因も見当らない張籍 場合、如何なる事情が働いたのか不明とするしかない。とは言え想像される理由は、体調不良をおいて他に考え難い。官僚に対し は一年ご
































祝賀する手紙ばかりを書いている。このような焦燥を、張籍は綴ることがあった。しかし他人の出世を羨望するような詩は、張籍にはこれ以外には見あたらない。その理由の一つ 、他ならぬ自分自身の健康状態が昇進 妨げているという自覚である。責任は 部にではなく、自分の中にあるという自己抑制の諦念が働いている
D
もう一つより重要な理由は、焦燥と窮乏の生活の中にもあるささやかな幸福を、張籍は見付けることができたた




























































(大意)病気になって、思うことばかりが多い。『神農経』を読んで、本草学のやり直しだ。がらんとした部屋に灯火をともしていると、四壁は灰暗く光に浮かぶ。寄る辺ない旅人となって、他人の顔色を伺いながら過ごし、富みも地位もないので、自分で自分に嫌気がさしている。最近、名医に診てもらった ころ、病気の理由が分かった。下男も一緒になって心配し、薬を臼づく音がいつまでも続く。自分がやつれた姿を見 、家族はことさらに楽しい話で元気づけようとする 春の雨が降って布団は冷たく感じられ、窓辺に 、小鳥が嚇り始める。門を開けよう したが 力が入らず、それでも近所の鶏犬の鳴き声を楽しみながらおもてを歩く。薬を飲んだお蔭か、耳目が少しは利くようになっ 。酔っぱらいの意識がようやく戻ってきたか
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境遇と相い即しながら形成されていた。そのような逆境と 体のものとしてある閑居詩は、その後の張籍の環境変化に従って変化 、ないしは消失したのかが、ここに関われ ければなるまい。
この点について結論的に言えば、いったん作られた張籍の閑居詩の様式は、そ 後も大きな変更もなく作られ続















































































































































































章 臨 版 物
方盤固を受けず、直木輪と為らず。材を撲れば各おの用有り、性に反すれば苦辛を生ず。腰を折るは吾が事に非ず、水を飲むは吾が貧に非ず。休告して空館に臥し、病を養ひて審塵を絶つ遊魚自ら族 成し、野鳥も亦た群 。





























































煙波棲旅を見、景物具さに昭らかに陳べらる。秋塘唯だ落葉、野寺人に逢はず。白事廷吏に簡し、閑居文墨 親しむ高天池閑静か 、寒菊霜露頻りなり。懸賞に孤悼を整へて 蹄来股勤を展ぶべ
(大意)病気を押して、山の中の総州の太守となった。それが君という立派な人物に出会う機会となったのだ。君に数日会わないだけで、百日余りも過ぎたような寂しい心地になる 酒を飲んでも旨くなく、客用の椅子を見れば、すでに塵が積もっている。君の作った「舟中作」の詩を吟ずると、あたかも清測な雪が舞い落ちるかのようだ。煙波の中を旅する様子が、脳裏に浮かび、景物は、つぶさに生々と描かれる。自分はといえば、自に見えるのは秋の土手に積もった落ち葉。寺に行 ても、人
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自分の本性を損なわずに発揮する可能性を手に入れるのである。仕官か辞官かの二者択一ではなく、官にあって官の入り込まない世界を確保する。こうした吏隠の考え方が、後期の章応物の文学をあれかこれかの二者択一の緊張から、あれもこれもの寛ろいだ包容へと変えることになる。ーーなお末尾に帰隠の願望が書き添えられているが、これは前期の章応物詩に特徴となる切羽詰まったような辞官・隠遁 決断を含むも ではなく、穏やかな文学的修辞と見るべきも である。何としてもこの時の章応物は、官 在りな ら、「秋塘唯落葉、野寺不逢人
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※その理由は今後の研究を待たなければいけないが、考えられる可能性は次の二点であろう。第一は、地方行政の最高責任者として、自己の理想とする施策を立案し、実行できることに満足を覚えたためであろう。それまで歴任した京官や、県令などの地方の小官は、前者においては常に上司の牽制を受け 立場 あり、後者はそもそもの持てる権限の小ささのために 自己の施策の実現は望み得ないこ であった。
第二に、安史の乱の破壊を免れた南方地域の平和な社会と財賦が、章応物を魅了し、その地位に留まらせた可能性もある。
張籍における関居詩の成熟

















からであろう。しかしその場合でも、仕官の富貴を断念して、あえて貧賎を引き受けるという「苦しみの決断」と引き替えに手に入れるものという建前が生きていた。だからこそ 陶淵明が「帰去来之辞」において、その関居の前に立ちはだかる決断その を「歓ぴの決断」として高ら に宣言したこと 、文学思想史的 画期的な意味を持つのである。
とは言え陶淵明の振舞いが余りにも突飛であったために、「辞官と一体となった陶淵明の閑居」は余人 追随を
許すものではなく、また大方の共感を得るものでもなく、段誉褒舵も含めて久しく陶淵明ひとりの独占物とならざるをえなかった。六朝後期から初盛唐にかけて、陶淵明に高い評価が与えられなかったことは、「辞官と一体った閑居」が、理念的には士人として 社会的使命そ もの 反するために、またより現実的に 富貴の断念が
張籍における間居詩の成熟
人情として容易ではないために一般化 きなかったこと 、表裏 関係にあると理解しなければなるまい。
こうした陶淵明評価に変化が見えるのが章応物であるとの指摘は、ことのほか重要である。その後の章応物から
白居易への閲居の観念の変化について 、本稿 論じた通りである。すなわち 章応物の初期におい は、開居は仕官と対立する関係にあり、閑居は辞官の決断によっ 手に入れるものだった。それは陶淵明的な閲居観を引き継ぐものと言って良い。しかし後期になると、仕官と開居との融和が図られ、公務 余暇に過ごす自由 時間を「開居」に見立てることで、官に在る閑居、す わち吏隠を肯定す よ にな 。あるいはこれを、吏隠 いう思想の発明と言っても良かろう。白居易は、そ 章応物の吏隠の思想を継承し、 を自宅と う日常の真ん中に引き寄せるのである。白居易が閑居の世界として構築した長安 新昌里邸、またその後 洛陽 履道里邸は 朝廷 高級
49 







まい、箪瓢もて過ごすよう 貧窮の生活であっ そして掛け値無しに、病気のために昇進だけで く最後には仕官さえも断念せざるを得ない境遇に置かれていた。張籍の閑居詩が作られたのは、そのような情況の中である。敢えて一言、つならば、人間の負の境遇 中で作ら 関 詩が、張籍によってその理念的原形へと純化されたのである 。
張籍の閉居詩は、官僚組織 底辺に位置する太常寺太祝という末官に在任の長い時間、そして恰も張籍が重い疾
病に苦しめられた時期に その特殊な情況と一体の して形成されたも である。従ってそ 特殊な情況の消失と共 、その閑居詩も消失して良いはずのものであった。し しながら、後期 張籍において こ 間居詩は継承され成熟することになる。いわば普遍的 美学的様式と 、特殊な情況への依存 自立を遂げる である。
この様式を、普遍的な美学的価値へと昇華させたのは、恐らくは張籍の時代を生きた人々のエートスの力であろ
う。十分な教養を積みながらも、官途にお 不遇を余儀なくされ、都市 随巷に逼塞しなければならな うな一群の知識人たちがこの頃に沈澱しようとしていた。その人々に、閲居詩 様式が引き渡されることになる。章応










買晋華の「張籍惇 (『韓愈大停』四六五頁)には、 籍の「曾合聯句」中の「升朝高轡逸、振物群聴煉。徒言濯幽泌、誰輿薙荒茸」の四句について、上聯は韓愈が昇進して帰京したことを讃え、下聯は自分が雑草の中にいることを言うことから、こ 時点ではまだ任官していないと推測。
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的情況の中で形成された か、またそれが誰を介して、どのように晩唐に影響を与えることになったのか、について必ずしも論点が明確ではない。本稿を用意した所以である。 お張籍から挑合への影響関係については、拙稿「張籍の〈和左司元朗中秋居十首〉|晩唐詩の揺箆 ( 中唐文学会報』第一九号、二
O
一O
年)参照。
